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代表取締役　鈴木　太郎

　拝啓　貴社益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。日頃格別のお引立てを賜り厚く御

礼申し上げます。

　さて、改めて申し上げるまでもなく、企業活動には様々な危険（リスク）が存在して

おりますが、近年これらのリスクは巨大化、多様化する傾向にあります。貴社におかれ

ましては、十分な安全対策を実施されていることと存じますが、「思いもよらない事故

や災害」の発生によって、予想外の損失を被られる事も皆無とは申せず、その回復に

は想像以上の時間と費用を必要とすることになります。このため、企業をとりまく各種

のリスクを確実に把握し、適切にコントロールすることが、企業の健全な発展のうえで

欠かせないものになっております。

  貴社の危険管理（リスクマネジメント）にいささかなりともお役立ていただくため、

ここに「貴社をとりまく各種リスクの分析結果」をご説明するとともに、

これらのリスクに対処するためにお勧めしたい保険についてご案内申し上げます。

　貴社におけるリスクマネジメントの参考にしていただければ幸いと存じます。

敬具　



貴社をとりまく主なリスクと事故例1

　以下に、貴社をとりまく主なリスクにつきまして、想定されるリスクおよび
関連する事故例をとりまとめましたので、ご参考になれば幸いです。

1-1.火災・爆発リスク

<<　想定されるリスク　>>

合成樹脂の成型加工作業では、成型機の過熱や付帯する油圧装置から
油漏れなどが原因となり、火災事故に結びつくおそれがあります。

・

引火性危険物（塗料、シンナ―）を使用する吹付塗装作業が行われてい
ますので、静電気などのささいな着火源によって出火する危険性があり
ます。

・

一般に金属機械器具製造業では、取り扱う原材料・製品のほとんどが不
燃性であり、火災危険は小さいと考えられがちです。しかし、加工工程
において可燃性の切削油・洗浄油・ガスなどを使用することもあり、こ
れらは火災危険を高める要因となります。

・

<<　事故例　>>

工場増設のために工事業者が使用していた溶接器具の火花が近くに置
てあった使用済みウエスに着火した。消火器で消火しようとしたが、旋
盤および建物の一部を焼損した。
●損害額；1,140万円

・



射出成型機を運転中、付近の配線がショ―トし、火花が発生した。火花
によって漏れた樹脂に着火した。さらに、周辺の残留樹脂や埃に延焼し
射出成型機１台を焼損した。
●損害額；1,250万円

・

塗装作業終了後、スプレ―ガンの洗浄中に静電気の放電火花によって洗
浄用シンナ―に着火した。その結果、塗装ブ―ス、乾燥炉、塗料循環装
置および建物の一部を焼損した。
●損害額；8,000万円

・

1-2.自然災害リスク

<<　想定されるリスク　>>

日本における典型的な自然災害としては、台風による風水害、雪害、地
震災害などがあげられます。これらの危険性は、工場の立地条件によっ
て大きく左右されますが、最近では異常気象などに伴い、思わぬ自然災
害を被ることがあります。

・

<<　事故例　>>

台風に伴う豪雨により、近くを流れる河川が氾濫し、１２０ｃｍ程度の
浸水被害を受けた。このため、建物に消毒、清掃、修理を行ったほか、
機械設備、製品等も浸水により水濡れ損害を被った。
●損害額；4,840万円

・





貴社をとりまくリスク一覧２

　貴社をとりまく主なリスクにつきまして、それぞれのリスクごとに発生する
おそれのある損失との関係をとりまとめますと、次表のとおりです。

　貴社の事業活動に係るリスクの実態を把握することは、今後のリスク管理・
処理を適切に行うための第一ステップとなります。

財物損失
(建物・機械
・原料・製品)

人的損失
(役員・従業員)

賠償損失
(第三者)

利益損失
(利益減少)

○○○○
 1.火災・爆発

リスクの形態

損失の形態

○○○○
 2.自然災害
   （風水害,雪害,落雷等)

○○○○
 3.機械的・電気的事故

○○○
 4.労働災害

○○○
 5.交通事故

○○
 6.第三者への賠償
   (施設,製品,仕事の瑕疵等)

○○
 7.操業・営業中断
   (外部要因による)

○○○
 8.物流
   (輸送中,保管中等)

○○○
 9.犯罪
   (盗難,放火,誘拐,ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ等)

○○○
10.外部からの
   物体の衝突・飛来

○○○
11.水漏れ・水濡れ



ご案内する保険の種類３

　貴社をとりまく主なリスクは前述のとおりですが、これらのリスクに対して
は、各企業とも安全・防災対策を講じることによって、リスクの低減をはかっ
ています。しかし、万一不幸にも事故が発生した場合に、経済的なダメージを
最小限に押さえるための方方のひとつとして、損害保険の活用をお勧めいたし
ます。

　以下に、貴社をとりまく主なリスクをカバーする損害保険につきまして、損
失形態別にご説明いたします。なお、とくにご採用をお勧めしたい保険には、
■印を付していますが、具体的な御見積り等につきましては、是非とも弊社ま
でご照会下さいますようお願い申し上げます。

3-1.財物損失
火災保険 火災事故のほか、爆発・落雷事故、消火活動に伴う水濡れ損害等を補

償します。

火災保険(通知保険) 保管中の製品や仕掛品などを目的とした保険であり、補償内容は上記
の火災保険と同じです。定期的な在庫額の通知が必要です。

機械保険 建物に付帯された機械設備・装置や生産用機械設備を補償します。

ボイラ保険 ボイラおよびその付帯装置の爆発・破裂等の事故を補償します。また、「
ボイラ検査」を弊社で代行して行うこともできます。

組立・建築工事・土木
工事保険

工事期間中に工事の目的物、工事用仮設物等が損害を被った場合の
復旧費用を補償します。

動産総合保険 什器備品・商品・展示品・売上代金など各種の動産について発生するあ
らゆる偶然な事故を補償します。

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ総合保険 動産総合保険と同じく、コンピュータについて発生したあらゆる偶然な事
故を補償します。

貨物海上・運送保険 製品・半製品などの輸送中や保管中に発生する盗難・破損・汚損・火災
事故などの損害を補償します。

自動車保険(車両) 自動車事故による車両に生じた損害を補償します。

ビジネスオーナーズ
保険

火災、破裂・爆発、落雷、風ひょう雪害、外部からの物体落下・飛来・衝
突、水濡れ、騒じょう労働争議、盗難、水害、休業損害を基本とし、地震
火災や電気的機械的事故の特約で担保可



3-2.利益損失
企業費用・利益総合
保険

偶発的な事故あるいは公共サービスの停止によって生じた営業損失・
休業期間の固定費および営業継続費用を補償します。

利益保険 火災・落雷・破裂・爆発事故によって生じた営業損失および休業期間の
固定費等を補償します。

営業継続費用保険 火災・落雷・破裂・爆発事故によって生じた営業活動の休止等により必
要となる復旧費用のうち、通常の費用をこえる部分を補償します。

機械利益保険 機械設備の事故によって生じた営業損失および休業期間の固定費を補
償します。

機械営業継続費用保
険

機械設備の事故によって生じた営業活動の休止等により必要となる復
旧費用のうち、通常の費用をこえる部分を補償します。

ボイラ利益保険 ボイラの事故によって生じた営業損失および休業期間の固定費を補償
します。

食中毒利益保険 食中毒事故発生により営業休止となった期間の営業損失・固定費を補
償します。

知的財産権訴訟費用
保険

第三者の知的財産権を心外したことを理由に損害賠償等の申し立てを
受けた場合の訴訟費用を補償します。

3-3.賠償損失
ｶｰｵｰﾅｰｽﾞ保険 対人・対物賠償、搭乗者、車両保険はもとより、他人の車を運転してい

る際にも自分の保険が使用できる他社運転担保、自分自身の過失分も
補償可能な人身傷害補償などﾄｰﾀﾙｶﾊﾞｰ

施設賠償保険 建物、設備など各種施設の所有・使用・管理および施設内での業務の
遂行に起因して第三者に損害を与えた場合の賠償金を補償します。

生産物賠償保険 製造・販売した生産物の欠陥によって事故が発生し、顧客に損害を与え
た場合の賠償金を補償します。

受託者賠償保険 顧客より預かった受託物に損害を与えた場合の賠償金を補償します。

請負賠償保険 請負工事中に第三者に損害を与えた場合の賠償金を補償します。

自動車管理者賠償保
険

駐車場において顧客より管理を委託された自動車に損害を与えた場合
の賠償金を補償します。

昇降機賠償保険 エレベーター・エスカレーターに起因して生じた第三者への賠償金を補
償します。

運送業者貨物賠償保
険

輸送を委託された貨物が輸送中に損害を受けた場合の荷主または元受
運送人に対する賠償金を補償します。

商賠繁盛 製造業、販売業、運送業、工事業、飲食業の各業種における賠償責任（
施設賠償、生産物賠償など）を包括的にカバーします。かつ個別に保険
手配するよりリーズナブルな保険料で提供



3-4.人的損失
労働災害総合保険 従業員の方々の労働災害に対して、政府労災の上乗せ補償を行うもの

です(特約を付すことによって業務外の事故に対して見舞金を支払うこと
ができます）。

傷害保険 従業員の方々への福利厚生として業務中の傷害事故を補償するほか、
業務外の事故を補償するもの、従業員の家族全員を対照とするもの、
満期返戻金付きのものなど各種の保険があります。

所得補償保険 傷害事故のほか病気による就業不能についても補償します。

長期傷害所得補償保
険

病気やケガで動けなくなった時の所得の喪失を５年間にわたり補償しま
す。




















